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「限りある時間と、学校の教育計画」 
校長 谷川 充穂 

平成２７年度も残り１ヶ月となりました。 

 さて、私が校長として、子ども達の健やかな成長のために成すべき事は、「限りある時間の中でいかに有効に教育計画

を立てるか」ということです。 

 できるだけ学校教育を理解して頂きたく、このことについて説明いたします。 

 学校で教えるべき教育内容や時数は、法律や「学習指導要領」で定められています。 

 国語175，社会105，算数175，理科105，音楽50、図工50、家庭55，体育90，外国語35，総合70，道

徳35，学活（特活）35、合計９８０時間(5，6年の例)これらの時数が国の定める標準時数とか、子供達に基礎基本を

身に付ける上で最低限必要な時数といわれているものです。昨年度は実授業時数１０１８時間（６年生）ありましたが、

臨時休業やインフルエンザによる学級閉鎖等に備えた予備時数として最低４０～５０時間の授業時数を確保しておかな

ければなりません。年度末に万が一、標準時数をクリアしない場合やクリアする見込みがない場合は、夏・冬・春休みに

登校日を設けて授業を行うことになります。数年前には新型インフルエンザが大流行し、胆振管内の学校では３学期の修

了式後にも登校して勉強していました。 

 それでは、運動会や学芸会などの学校行事の時数はどのように決められているのでしょうか。 

 学校行事といわれるものには、始業式・入学式・卒業式などの「儀式的行事」、身体測定・内科検診、避難訓練・集団

下校訓練などの「健康安全的行事」、運動会などの「体育的行事」、遠足・修学旅行・宿泊学習などの「遠足宿泊的行事」、

学芸会などの「学芸的行事」がありますが、これらの時数は決められていません。 

 学校行事とは、子供達の学校生活にリズムや変化をもたらすために行うものであり、学習指導要領に「儀式・健康安全・

体育・学芸・宿泊」行事に関する大まかな目的が示されていて、各学校では、その目的に整合した各行事を組むことがで

きます。ただし、これは標準授業時数を確保し、クリアすることを大前提に設けることとされています。（内科検診・身

体測定等は学校保健安全法によって必ず行うことになっている場合もあります。） 

 したがって、運動会や学芸会のような練習に何十時間も必要な行事は、練習・準備の時間を確保するだけでも大変なこ

とで、どの学校も苦労しています。行事の練習・準備を国語や体育・音楽の授業時間に充ててしまうと、学習指導要領で

示されている本来の勉強内容が学習できないことになるからです。 

 では、どのくらいの時数を学校行事の準備時間に当てることができるのでしょうか？ それは、授業可能時数１０１８

－（９８０＋（４０～５０））＝行事のための準備時間、ですから、ほとんどとれないのが現状です。これは、平成２３

年度の学習指導要領改訂を受け、さらに大変厳しいものとなりました。そこで、ほとんどの小学校では「○○祭り」など、

本来特別活動に位置づけされる行事はなくなりました。また、「学芸会」は、昔はたくさんの余時数を使い、練習に当て

ることができましたが、できません。そこで、日頃の学習の成果を発表する「学習発表会」と形を変えていきました。平

成２３年度の改訂前から各学校では、「行事の精選」を行ってきました。そこで、我が校でも昨年度から「行事の精選」

を行い、授業時数の確保と学力向上を目指すこととしました。 

 まず、「遠足宿泊的行事」の遠足を５，６年生はやめ、その代わりに見学学習（社会や総合的な学習）としました。５

年生は宿泊学習、６年生は修学旅行の取り組み等で時数が相当費やされます。また、「学習発表会」も日頃の学習の成果

を発表するという意識で臨みました。ですから、「劇」をするにしても授業と関連させていくことになります。昨年度ま

で行っていた「明野ふれあいタウン」は今年度から廃止しました。この行事の準備に費やす時間も相当数あるのです。９

月には修学旅行、１０月に学習発表会、さらに「明野ふれあいタウン」と続きますと、特に中心的な役割を担う６年生に

とって、行事に追われる毎日と言っても過言ではありません。落ち着いて学習することができないのです。さらに、毎年、

この時期に研究会を実施し、指導案作りや検討会議のために教師は心血を注ぎます。来年度は１学期に特設授業を計画

し、苫小牧市内の教師に見ていただき、更なる授業力向上を目指す予定でおり、教師が一丸となって「研究」を深めてい

きます。 

 保護者アンケートの中に、「明野ふれあいタウン」の復活を望む声がありましたが、時代とともに、教育内容の質・量

が変わってきています。この様な時代の中でも、他校に比べて明野小は、これまでの学校行事に新しい教育内容を加味し

形を変えながらも創意工夫し存続させている学校と思います。 

 どの教育活動の参観においても、子供達が、楽しいだけではなく辛くもあった学習を乗り越えて、その発表までこぎ着

けた子供達の「努力」を認め、「励ます」姿勢こそが大切ではないでしょうか。 

出会い ふれ合い 学び合い 心が通う 明野小  
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◇情報モラル教室（２/2６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇そろいました～さくら文庫～ 

                     ◇平成 28 年度の行事予定について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の行事予定 

１火 ＰＴＡ学級委員会 

２水 参観日（1-1） 

３木 こころの授業（３年） 

４金 代表委員会 

   ＰＴＡ役員推薦委員会 

７月 職員会議（清掃カット） 

   ＰＴＡ役員会 

８火 午前授業 

９水 午前授業 

１４月 ＡＬＴ来校 

    図書返本週間（～17 日） 

    ＰＴＡ運営委員会 

１６水 卒業作品展（～22 日） 

１７木 大掃除 

１８金 卒業式全体練習 

    卒業式会場準備 

２０日 春分の日 

２１月 振替休日 

２２火 第22回卒業証書授与式 

・登校 8：30 

・開式 9：00 

・下校 10：40 

２４水 修了式 離任式（下校 11:15） 

２５木 学年末休業 

２６日（金）に、６年生を対象に「情報モラル

教室」を実施しました。今回は、ＮＴＴドコモの

方を講師に招き、携帯電話･スマートフォンにつ

いてお話をしていただきました。 

子どもたちは、スマートフォンやインターネ

ットの使い方と危険性について学びました。や

りとりしている相手の姿は見えないこと、情報

はすぐに広がってしまうことなど、映像などに

よる具体例を挙げての説明に子どもたちは真剣

な表情で聞き入っていました。 

また、子どもたちに引き続き、保護者を対象と

したお話もしていただきました。 

学校でも情報教育として指導の機会を設けて

いきますが、何より家庭でのルール作りと保護

者の見守りが一番大切です。どうぞよろしくお

願いいたします。 
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２８年度の行事予定については、現在

検討中ですが、主な予定（１学期分）は

次のとおり計画しています。 

なお、変更もありえますので、詳細は、

４月配布の年間行事予定をご覧くださ

い。 

＜４～７月＞ 

4/ 4 学級編制発表 

4/ 6 １学期始業式 

4/ 7 入学式 

4/16 全校参観日・PTA 総会 

6/ 1 遠足（1～4 年） 

6/18 運動会 

7/ 4 参観日（中） 

7/ 5 参観日（低） 

7/ 8 参観日（高） 

7/22 １学期終業式 

１１月にご紹介した明野柳町内会様から

のご寄付による「さくら文庫」。 

今年度分がすべてそろい、子どもたちへの

貸し出しを開始しました。 

多くの本が、常に貸し出し中の状態になる

ほど、子どもたちは読書に親しんでいます。 

この場をお借りして、改めてお礼申し上げ

ます。 


